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初代議長に及川文夫氏、 副議長に山口　稔氏を選出

　

こ
の
度
、
い
す
み
市
初
の
議
会

に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙

を
賜
り
、
初
代
議
長
並
び
に
副
議

長
に
選
出
さ
れ
、
誠
に
身
に
余
る

光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
３
町
が
、
今
日
ま
で
築
き
上

げ
て
参
り
ま
し
た
歴
史
・
文
化
・

伝
統
を
重
ん
じ
、
良
き
特
色
を
活

か
し
な
が
ら
、
公
正
・
公
明
の
立

場
を
堅
持
し
つ
つ
、
円
滑
な
る
議

会
運
営
を
心
が
け
、
市
民
の
健
康

と
幸
せ
追
求
の
た
め
、
全
議
員
一

丸
と
な
り
、
い
す
み
市
発
展
の
た

め
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
議
会
に
対
し
ま
し

て
深
い
ご
理
解
と
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
市
民
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
繁
栄
を
祈
念
し
、
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　平成 17 年 12 月 5 日の合併後、はじめての市議会第１回臨時会

が 12 月 13 日から 12 月 15 日までの会期で開催されました。

　この臨時議会では、議長・副議長の選挙、４つの常任委員会・

議会運営委員会の委員の選任、一部事務組合議会議員の選挙が行

われ議会構成を決定しました。また、市長職務執行者から、いす

み市役所の位置を定める条例ほか 162 件の条例制定、平成 17 年

度一般会計暫定予算等の専決処分の承認を求める 15 議案が提出さ

れ、いずれの議案も原案どおり承認されました。

　さらに、いすみ市議会会議規則の制定ほか 4件の議員発議案を

原案どおり可決し、農業委員会委員 4名の推薦も行われました。
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　　　総務部、会計課、選挙管理委員会、監査委員などに関する事務調査や請願、陳情を審査します。

◎石　　　銕　郎

　石　井　善　幸

　井　上　栄　弌

○金　綱　貞　雄

　石　井　　　博

　目　羅　　　宏

　元　吉　　　基

　熱　田　彰　司

　米　本　利　雄

　杉　山　敏　行

　及　川　文　夫

　岩　井　豊　重

　　　市民生活部、水道課に関する事務調査や請願、陳情を審査します。

◎兼　沢　謙　一

　一　藁　幸　男

　松　　　敏　雄

○吉　野　勝　己

　青　柳　英　俊

　野　村　政　司

　露　　　昌　男

　麻　生　　　実

　小　安　俊　夫

　鈴　木　博　善

　山　口　　　稔

　鵜　沢　喜久雄

　　　産業建設部、農業委員会に関する事務調査や請願、陳情を審査します。

◎石　川　光　男

　山　口　健　一

　佐　藤　一　夫

○江　澤　　　淳

　菰　田　文　雄

　渡　辺　敏　勝

　齋　藤　正　昭

　森　　　源　岳

　渡　辺　徳　明

　川　嶋　英　之

　森　　　力　松

　　　教育委員会に関する事務調査や請願、陳情を審査します。

◎君　塚　泰　三

　飯　高　米　藏

　渡　辺　久　弥

○鈴　木　麗　子

　斉　藤　信　輝

　花　　　　　實

　　　梨　庸　市

　青　木　　　光

　半　場　新　一

　渡　辺　敏　男

　齋　藤　　　義

　　　会期日程や議案・請願・陳情の取扱い、議長の諮問事項など、議会の円滑な運営方法について
　　協議を行います。

◎石　井　　　博

　石　　　銕　郎

　渡　辺　徳　明

○兼　沢　謙　一

　半　場　新　一

　杉　山　敏　行

　渡　辺　敏　勝

　君　塚　泰　三

　井　上　栄　弌

　鈴　木　博　善

　渡　辺　久　弥

　菰　田　文　雄

　麻　生　　　実

　岩　井　豊　重

　鈴　木　麗　子

　君　塚　泰　三

　森　　　源　岳

　熱　田　彰　司

　及　川　文　夫

　野　村　政　司

　目　羅　　　宏

　佐　藤　一　夫

　小　安　俊　夫

　米　本　利　雄



4

露 崎 昌 男
(夷隅）

4 元 吉 　 基
(大原）

3 高 梨 庸 市
(大原）

2

斉 藤 信 輝
(大原）

10

齋 藤 正 昭
(岬）

金 綱 貞 雄
(岬）

9

さいとう

飯 高 米 藏
(岬）

8

1

一 藁 幸 男
(岬）

7 鈴 木 博 善
(夷隅）

6 渡 辺 敏 男
(夷隅）

5

君 塚 泰 三
(岬）

16 江 澤 　 淳
(夷隅）

15 吉 野 勝 己
(夷隅）

14 杉 山 敏 行
(大原）

13 鈴 木 麗 子
(大原）

12 青 柳 英 俊
(大原）

11

石 井 　 博
(大原）

22 齋 藤 　 義
(岬）

21 石 井 善 幸
(岬）

20 山 口 健 一
(岬）

19 川 嶋 英 之
(岬）

18 青 木 　 光
(岬）

17

花 崎 　 實
(夷隅）

28 石 　 銕 郎
(夷隅）

27 森 　 源 岳
(大原）

26 菰 田 文 雄
(大原）

25 渡 辺 久 弥
(大原）

24 石 川 光 男
(大原）

23

まさあきたかなし よういちもとよし もといつゆざき まさお

いちわら ゆきおいいだか よねぞうかねつな さだおさいとう のぶてる すずき ひろよし わたなべ としお

すぎやま としゆきよしの かつみえざわ きよしきみづか たいぞう すずき れいこ あおやぎ ひでとし

やまぐち けんいちいしい よしゆきさいとう ただしいしい ひろし かわしま ひでゆき あおき ひろし

こもだ ふみおもり げんがくいしざきはなざき みのる わたなべ きゅうや いしかわ みつおてつお
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半 場 新 一
(夷隅）

34 森 　 力 松
(大原）

33 山 口 　 稔
(大原）

32 熱 田 彰 司
(岬）

31 兼 沢 謙 一
(岬）

30 麻 生 　 実
(岬）

29

野 村 政 司
(大原）

40 井 上 栄 弌
(大原）

39 松 崎 敏 雄
(岬）

38 渡 辺 敏 勝
(夷隅）

37 佐 藤 一 夫
(夷隅）

36 及 川 文 夫
(夷隅）

35

鵜沢喜久雄
(大原）

46 岩 井 豊 重
(夷隅）

45 渡 辺 徳 明
(岬）

44 米 本 利 雄
(岬）

43 目 羅 　 宏
(夷隅）

42 小 安 俊 夫
(大原）

41

　

12
月
５
日
の
新
市
発
足
時
に
専
決
処
分
さ
れ
た
、
次
の
各
予
算

に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

　

■
平
成
17
年
度
一
般
会
計
暫
定
予
算

　

■
平
成
17
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
暫
定
予
算

　

■
平
成
17
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
暫
定
予
算

　

■
平
成
17
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
暫
定
予
算

　

■
平
成
17
年
度
水
道
事
業
会
計
暫
定
予
算

　

新
市
発
足
に
伴
い
、
空
白
期
間
が
許
さ
れ
ず
、
即
時
に
施
行
が

必
要
な
条
例
で
、
市
長
職
務
執
行
者
が
専
決
処
分
を
し
た
「
い
す

み
市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
」
の
ほ
か
１
６
２
件
の
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
字
の
名
称
の
変
更
、

指
定
金
融
機
関
の
指
定
、
近
隣
の
町
と
の
間
に
お
い
て
の
各
種
の

事
務
委
託
（
火
葬
事
務
等
の
事
務
委
託
、
ご
み
処
理
等
の
事
務
委

託
、
学
校
給
食
の
事
務
委
託
）
に
関
す
る
規
約
の
制
定
に
つ
い
て

も
、
専
決
処
分
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

も
承
認
し
ま
し
た
。

わたなべ としまさまつざき としおいのうえ ひでいちのむら　 せいじ さとう かずお およがわ ふみお

よねもと としおわたなべ とくめいいわいうざわ　 きくお め　ら ひろし こやす としお

あつた しょうじやまぐち みのるもり りきまつはんば　 しんいち かねさわ けんいち あそう みのる

とよしげ
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選
挙
管
理
委
員
会
委
員

■　

渡　
　
　
　
　

夫
（
夷
隅
）

■　

太　

田　

秀　

種
（ 

岬 

）

■　

中　

村　

眞　

榮
（
大
原
）

■　

丸　
　
　

忠　

司
（
大
原
）

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

■　

大
曽
根　

嘉　

信
（
夷
隅
）

■　

安　

藤　

紀　

夫
（ 
岬 

）

■　

吉　

野　

敏　

行
（
大
原
）

■　

渡　
　
　

一　

司
（ 

岬 
）

　

以
上
の
方
を
当
選
人
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

「
い
す
み
市
」
が
誕
生
し
、
い

す
み
市
議
会
は
46
名
の
議
員
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
議
会
構
成
も

決
定
し
、
名
実
と
も
に
新
市
の
船

出
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
名
の
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
も
決
ま
り
、
こ
の

度
「
い
す
み
議
会
だ
よ
り
」
も
記

念
す
べ
き
創
刊
号
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
に

親
し
ま
れ
る
よ
う
、
紙
面
の
充
実

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
愛
読
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
の
傍
聴
は
ど
な
た
で
も
で

き
ま
す
。
日
程
等
、
詳
し
く
は
、

議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

  

（
六
二
）
一
四
〇
六

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委　

員　

長　

齋　

藤　

正　

昭

副

委

員

長　
　
　

梨　

庸　

市

委　
　
　

員　

元　

吉　
　
　

基

委　
　
　

員　

露　
　
　

昌　

男

委　
　
　

員　

渡　

辺　

敏　

男

委　
　
　

員　

一　

藁　

幸　

男

委　
　
　

員　

杉　

山　

敏　

行

委　
　
　

員　

川　

嶋　

英　

之

委　
　
　

員　

石　

井　

善　

幸

専
決
処
分
と
は
？ 

　

新
市
議
会
の
運
営
上
必
要
な
次
の
条
例
等
を
議
員
発
議
し
、
可
決
し

ま
し
た
。

■
い
す
み
市
議
会
会
議
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

■
い
す
み
市
議
会
委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
い
す
み
市
議
会
傍
聴
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

■
い
す
み
市
議
会
事
務
局
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
推
薦
の
委
員

と
し
て
次
の
４
名
を
推
薦
し
ま
し
た
。

■
渡　

辺　

敏　

男
（
夷
隅
）　
　
　

■
青　

柳　

英　

俊
（
大
原
）

■
川　

嶋　

英　

之
（ 

岬 

）　
　
　

■
松　

　

敏　

雄
（ 
岬 

）

　

議
会
が
議
決
又
は
決
定
す
べ
き

事
件
に
つ
い
て
、
緊
急
に
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
議
会

を
招
集
す
る
暇
が
な
い
時
に
、
市

長
が
議
会
に
代
わ
っ
て
処
分
又
は

決
定
す
る
こ
と
で
す
。

■　

元　

吉　

善　

万
（
識
見
）

■　

松　
　
　

敏　

雄
（
議
会
）

　

以
上
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

■　

鈴　

木　
　
　

智
（
夷
隅
）

■　

池　

田　
　
　

稔
（ 

岬 

）

■　

醍　

醐　

眞　

亮
（
大
原
）

■　

丸　
　
　

義　

昭
（ 

岬 

）

■　

渡　

辺　

文　

雄
（
大
原
）

　

以
上
の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

■　

麻　

生　

幸　

作
（
夷
隅
）

■　

渡　
　
　

雅　

晴
（
大
原
）

■　

峯　

島　

良　

丸
（ 

岬 

）

　

以
上
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　青　木　　　光　議員が、一身

上の都合により、平成 17 年 12

月 31 日を以って議員を辞職いた

しました。

編
集
後
記 

編
集
後
記 


